
HTLV-1関 連疾 患研究領 域 (各事 業の公募課題 の再 掲 )

く事業概要>
HTLV-1(ヒ トT細胞白血病ウイルス 1型 )の感染者数は約 100万 人以上と推定されてお

り、 HTLV-1へ の感染に起因 して、 ATL(成 人 T細胞 白血病 )や HAM(HTLV-1関
連脊 髄症 )と いった重篤な疾病 を発症す るが、これ らの疾病の有効 な治療法は未 だ確立 されて

いない。

HTLV-1関 連疾患研究領域は、平成22年 12月 に、総理官邸のHTLV-1特 命チームに
おいて「 HTLV-1総 合対策 (*)」 がとりまとめられたことを踏まえ、 HTLV-1及 びこ

れに起因するATL・ HAMに ついての研究を推進するために設置 された。 HTLV-1関 連

疾患について、疫学的な実態把握とともに、病態解明から診断・治療など医療の向上に資する

研究に戦略的に取 り組み、国際的にも当該分野の研究を先導することを目指 している。

当該研究領域における研究は、それぞれの公募課題の趣旨に応 じて、第 3次対がん総合戦略

研究事業、がん臨床研究事業、難治性疾患克服研究事業、新型インフルエンザ等新興・再興感

染症研究事業の中で実施するものであるが、 HTLV-1関 連疾患研究領域 として総合的かつ

横断的に取 り組むことで、研究の戦略的な推進を期待するものである。

(*)HTLV-1総 合対策
http://www mhlw go 」p/bunya/kenkou/kekkaku― kansenshou19/dl/htlv-1_a pdf

この公募は、本来、平成24年 度予算成立後に行うべきものであるが、できるだけ早く研究を

開始するために、予算成立前に行うこととしているものである。従つて、成立 した予算の額に

応じて、研究費の規模、採択件数等の変更が生じる場合等がある。

<新規課題採択方針>
本研究領域においては、HTLV-1関 連疾患に対して戦略的に研究を行い、総合的な対策
に寄与するため、疫学的な実態把握、病態解明、発症の予防、新規医薬品の開発、診断・治療

法の開発・確立等にわたる研究を行う。HTLV-1以 外のウイルスに関する研究成果を十分
に踏まえて応用するなど、HTLV-1関 連疾患の克服に向けたビジョンを踏まえた合理的な
戦略に基づいて実施する研究や、臨床現場に還元できる診断・治療法の開発・標準的な治療法

の確立など医療の向上に貢献する研究を推進する。HTLV-1関 連疾患研究領域の他の研究
班とも連携を図りつつ、当該分野の研究を総合的・戦略的に推進する一翼を担うことが求めら

れるものである。このため、継続・新規の他の研究課題との重複等についても審査を行い、重

複する研究については採択しない。

(1)生 活習慣病・難治性疾患克服総合研究事業
研究費の規模 :1課題当たり、 1年当たりの研究費

(イ )① 30,000～ 300,000千円、②100,000～ 300,000千円
(I)     20,000-50,000=FR

研究期間 :(イ )1～ 3年、 (工 )2年
新規採択予定課題数 :公募研究課題 (イ )①、②各 3課題程度  (工 )1～ 2課題程度

(2)感染症対策総合研究事業
研究費の規模 :1課題、 1年 当た りの研究費 2:000～ 5,000千 円程度
研究期間 :1～ 3年
新規採択予定課題数 :公募研究課題  1～ 2課題程度
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(3)第 3次対がん総合戦略研究事業
研究費の規模 :1課題、 1年当たりの研究費
第 3次対がん総合戦略研究事業

一般公募型 ④  10,000～ 20,000千円程度
若手育成型    5,000千 円程度

研究期間 :  一般公募型 ④  2年
若手育成型    2年

新規採択予定課題数 :

一般公募型 ④   l課 題程度
若手育成型    1～ 5課題程度

<公 募研究課題 >
(1)生 活習慣病・難治性疾患克服総合研究事業
難治性疾患克服研究事業

【一般公募型】

(イ )重点研究分野
希少難治性疾患に対する新たな医薬品技術に実用化に関する研究

①ステップ 1… 医師主導治験への移行を目的とした非臨床試験 (GLP)(安 全性薬
理試験、毒性試験、薬物動態試験等)、 製剤または製品の確保 (治験薬のGMP製

造製品のOMS製造等)、 治験プロトコールの作成、治験相談の実施

(公募課題番号 24131201)

②ステップ 2…医師主導治験の実施 (治験届、第 I相試験、第Ⅱ相試験、POC(pr
oof of ooncept)の 取得、G‖ P・ OMS製造等 )

(公募課題番号 24131301)

(工 )研究奨励分野
臨床調査研究分野に含まれておらず、「希少性 (お おむね5万人未満)・ 原因不

明・効果的な治療方法未確立・生活面への長期にわたる支障」という4要素を満た

す疾患 (満たす可能性がある場合を含む)で あり、臨床調査研究班等により組織的
・体系的に研究が行われてこなかつた希少難治性疾患について、医療関係者等の間

心を高め、患者や病態の実態把握等を目的とする。                   ‐

研究費の効率的活用の観点から、がんなど、他の研究事業において組織的な研究

の対象となつているものは対象としない。また、HTLV-1に 起因する希少難治     _
性疾患について、以下の疾患群のうちいずれか該当するものへの応募を受け付ける

こととするが、臨床調査研究分野の対象疾患であるHAMは 対象としない。

①血液・凝固系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号  24131801)

②免疫系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号  24131901)
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③内分泌系・代謝系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24可 32001)

④神経・筋の希少難治性疾患群に関する調査研究     ‐
(公募課題番号 24132101)

⑤視覚系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24132201)

⑥聴覚・平衡機能系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24132301)

⑦循環器系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24¬ 32401)

③呼吸器系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24132501)

⑨消化器系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24132601)

⑩皮膚・結合組織の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24132701)

①骨・関節系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24132801)

⑫腎・泌尿器系の希少難治性疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24132901)

⑬先天性異常の疾患群に関する調査研究

(公募課題番号 24133001)

①lgG4関連症候群に関する調査研究

(公募課題番号  24133101)

⑮特発性好酸球増加症候群に関する調査研究

(公募課題番号 24133201)

①その他、希少難治性疾患に関する奨励研究

(公募課題番号 24133301)

(※ )詳細は「生活習慣病・難治性疾患克服総合研究事業」参照

●
●



(2)感染症対策総合研究事業
新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業

【若手育成型】

HTLV-1感 染の克服に向けて、研究の推進を図ることを目的とする研究

(公募課題番号  24171601)
(留意点 )

HTLV-1へ の感染の病態解明、感染やその進展の防止等に関する研究を公募する。

なお、A tt Lま たはHAMに 関する研究については、本研究課題の対象とはならない。

(3)第 3次対がん総合戦略研究事業
第 3次対がん総合戦略研究事業

【一般公募型】

③革新的な診断技術の開発に関する研究 (研究分野 4)(24100301)
④革新的な治療法の開発に関する研究 (研究分野 5)(24100401)

(留意点 )

HTLV-1総 合対策に資するATLに 関する新しい診断方法や高度な技術を応用し
た革新的な開発、特に、がんの免疫・遺伝子 。細胞療法や治療分子標的の同定によるテ

ーラーメイ ド医療の確立などにより、がん治療成績の飛躍的向上に資する研究を採択す

る。

【若手育成型】

・革新的がん診断・治療法等の開発に関する研究 ・

(公募課題番号  24100701)
(留意点 )

HTLV-1総 合対策に基づき、 ATLの 本態解明や診断・治療法の開発に関する
研究を公募する。ただ し、公募に当たつては「第 3次対がん 10か 年総合戦略」にお
ける以下の7つ の重点研究分野のうち、該当する分野を研究課題の末尾に明記すること。

(研究分野 1)発 がんの分子基盤に関する研究
(研究分野 2)が んの臨床的特性の分子基盤に関する研究
(研究分野 3)革 新的ながん予防法の開発に関する研究
(研究分野 4)革 新的な診断技術の開発に関する研究
(研究分野 5)革 新的な治療法の開発に関する研究
(研究分野 6)が ん患者の00Lに 関する研究
(研究分野 7)が んの実態把握とがん情報の発信に関する研究

(※ )詳細は「第 3対がん総合戦略研究事業」参照

<研究計画書を作成する際の留意点>
研究計画書の提出に当た り、以下の点に留意すること。

ア 申請書 1ペー ジの研究事業名には、公募課題ごとに、「第 3次対がん総合戦略研究事業」
「難治性疾患克服研究事業」「新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業」のい

ずれか該当するものを記入することとし、申請先や問い合わせ先は、それぞれの研究事

業に該当す るものとすること。
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イ 目標を明確にするため、研究計画書の「9 期待される成果」に、当該研究により期待
される科学的成果及び当該成果によりもたらされる学術的・社会的・経済的メリットを

具体的に記載すること。また、「 10 研究計画・方法」に、年度ごとの計画及び達成
目標を記載するとともに、実際の医療等への応用に至る工程を含めた研究全体の具体的

なロー ドマップを示 した資料を添付すること (様式自由)。 なお、研究課題の採択に当

たっては、これらの記載事項を重視するとともに、中間評価及び事後評価においては、

研究計画の達成度を厳格に評価する。その達成度 (未達成の場合にはその理由、計画の

線 り直 し案)如何によつては、研究の継続が不可となる場合もあり得ることに留意する
こと。

法律、各府省が定める省令・倫理指針等を通守 し、適切に研究を実施すること。

特に、研究計画において、妥当なプロトコールが作成され、臨床研究倫理指針等 (I応

募に関する諸条件等 (4)応募に当たつての留意事項 オ 研究計画策定に当たっての
研究倫理に関する留意点参照。)に規定する倫理審査委員会の承認が得られている (又
はその見込みである)こ と。各倫理指針等に基づき、あらか じめ、研究の内容、費用及

び補償の有無等について患者又は家族に説明又は情報公開等 し、必要に応 じて文書等に

より同意を得ていること。また、モニタリング・監査・データマネジメン ト等を含めた

研究体制や、安全性及び倫理的妥当性を確保する体制について添付 し提出すること。

介入を行う臨床研究であつて、侵襲性を有するものを実施する場合には、臨床研究に関

する倫理指針の規定に基づき、あらかじめ、登録された臨床研究計画の内容が公開され

ているデータベースに当該研究に係る臨床研究計画を登録すること。なお、事業実績報

告書の提出時に、登録の有無を記載した報告書 (様式自由)を別1に 添付すること。
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公募研究事業計画表

年 月 (研 究 者 ) (厚 生 労働 省 )
研究

評価
通知等

23

24

25

4

1

5

口
日

目

目

円

目

目

円

目

目

同

目

□

24年 度継続申請に係る
研究計画書の作成・提出

研究課題等の公募 (ホームペ

中間評価委員会の開催

(必要に応じて開催 )

↑　‐‐‐，　　↓ 研究計画書の受付・審査

事前評価委員会の開催

国庫補助通知

補助金の受

事業実績報告書及び研究報告書

の作成・提出

事業実績報告書

の受付・審査

事後評価委員会の開催

補助金の確定通知

―ジ)

囲

囲

囲

次官通知

大臣通知

大臣通知
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別添様式1

○○研究班

区 分 氏   名 所 属 等 職 名

研 究 代 表 者

研 究 分 担 者

研 究 協 力 者

事  務  局
〒○○○一〇〇〇〇

TEL OO― OOO― ○〇〇〇
FAX 00-○ ○○―○○○○
e―mail

経理事務担当者

〒〇〇〇一〇〇〇〇

TEL OO― 〇〇〇一〇〇〇〇
FAX OO― OOO― OOOO
e―mail

(注)研究が採択された場合については、当該資料についてはホームページ等で公開する予定です。
事務局部分の所属等欄については、住所、電話、FAXに ついても記載すること。
経理事務担当者については、電話、FAX、 E―MAILについても記載すること。
事務局と経理事務担当者の所属等欄が同一の場合は、同上と記載すること。
宇体はMS明朝で統一すること。
研究班名は「研究課題名+班」とすること。
表題は14ポイント、表題以外は11ポイントで統一すること。
ホームページ掲載時では「事務局」及「経理事務担当者」は、非公開といたします。
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別添様式2

疾患概要

【疾患名】

【患者数】

【概要】

【原因の解明】

【主な症状】

【主な合併症】

【主な治療法】

【研究班】

留意事項 142

研究が採択された場合については、当該資料についてはホームページ等で公開する予定です。



別添様式3

【Name of the disease/symptom】

【Number of Patients】

【Background】

【Cause】

【M司 or symptoms】

【Maor complications】

【M」or treatments】

D:sease Summary

【Contact informaJon】

留意事項
国際展開も視野に入れた研究開発体制を推進するため、同内容を英語にて記載してください。
研究が採択された場合については、当該資料についてはホームページ等で公開する予定です。



Ⅵ .補 助対象経費の費目の内容及び単価

1 費目の内容

費 目

費目の内容
大項 目 中項 目

物品費 設備備品費 設備備品の購入、製造又はその据付等に要する経費

消耗品費 消耗品の購入に要する経費

人件費・謝金 人件費 研究事業の実施に必要な者に係る給与、賃金、賞与、保険料、各種
手当等 (研究代表者又は研究分担者の所属する試験研究機関等若 し
くは研究事業を行 う法人 (以下「研究機関」という。)が、当該研
究機関の給与規程等に基づき雇用する場合に限る。)及び労働者派
遣業者等への支払いに要する経費
※研究代表者及び研究分担者に対するものを除 く。
※常勤職員に対するものを除く。

謝金 知識、情報又は技術の提供等を行つた者に対する謝礼に要する経費
※研究代表者及び研究分担者に対するものを除 く。

旅 費 国内旅費及び外国旅費
※外国旅費については、研究代表者、研究分担者又は研究協力者
(法人にあつては、当該研究に従事する者であって研究代表
者、研究分担者又は研究協力者に準ずる者)が 1行程につき最
長 2週間の期間とする。ただし、天災その他事故によりやむを
得ず 1行程が 2週間の期間を超えた場合には、厚生労働大臣等
が認めた最小行程を交付対象とする場合がある。

その他 同表の大項目に掲げる物品費、人件費・謝金及び旅費以外の必要経
費 (印刷代、製本代、複写費、現像・焼付費、会場借料、会議費
(茶菓子弁当代 (ア ルコール類を除く。))、 通信費 (郵便料及び
電話料等 )、 運搬費、光熱水料 (電気料、ガス料及び水道料等)、
機械器具の借料及び損料、研究実施場所借り上げ費 (研究機関等の
施設において研究事業の遂行が困難な場合に限る。)、 学会参加
費、保険料、振込手数料、旅費以外の交通費、実験廃棄物処理費、
(独 )医薬品医療機器総合機構 (PMDA)に 対する薬事相談費用
(研究終了後の製品化等に関する相談費用は除く。)、 業務請負費
(試験、解析、検査、通訳及び翻訳等)、 委託費 (研究事業の一部
を他の機関に委託するための経費)並びにその他研究事業の実施に
必要な経費
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2 費 目の単価

1 設備備品費
実費とする。

2 消耗品費
実費とする。

3 人件費
研究代表者等が所属する試験研究機関等若しくは研究事業又は推進事業を行う法人 (以下
「研究機関等」という。)の給与規程等によるものとする。なお、労働者派遣業者等への支
払いに要する経費は実費とする。

4 謝金
研究機関等の謝金規程等によるものとする。ただし、次の単価を参考に決定する等、その
者の資格、免許、研究に従事した年数、職歴又は用務内容等を踏まえ、妥当な単価により支
出することも可とする。

(単位 :円 )

用 務 内 容 職 種 対 象 期 間 単   価 摘 要

定形的な用務
を依頼する場
合

医 師

1日 当た り

100 医師又は相当者

技 術 者 7,800
大学 (短大を含む)卒業者又は専門技
術を有する者及び相当者

研究補助者 6,600 そ の 他

講演、討論等
研究遂行のう
えで学会権威

者を招へいす

る場合

教 授

1時間当た
り

8,100 教授級以上又は相当者

准 教 授 6,200 准教授級以上又は相当者

講 師 5,300 講師級以上又は相当者

治験等のため

の研究協力謝
金

1回 当たり 1,000

程度

治験、アンケート記入などの研究1カ謝金については、1カ内
容(詢東時間等)を勘案し、常蔵の範囲を超えない妥当な単傾
を設定すること。
なお、謝品として代用することも可(その場合は消需品費とし
て計上すること)。

5 旅費
研究機関等の旅費規程等によるものとする。ただし、次の単価を参考に決定する等、妥当

な単価により支出することも可とする。

(1)国 内旅費

ア 運賃 (鉄道賃、船賃.航空賃等 )
原則として、最も経済的な通常の経路及び方法により目的地までを旅行 した運賃とす
ること。
※ 同一地域内における旅行であつて、 1日 の行程が鉄路 1 0 0km、 水路 5 0km又 は
陸路 2 5km未満の場合は支給できない。なお、この場合の地域とは市町村 (都にあ
っては全特別区)の区域とする。
※ グリーン料金、寝台 A料金、ビジネスクラス等の割増運賃等については、その者
の役職等を踏まえた妥当な取扱とすること。
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イ 日当及び宿泊料
(単位 :円 )

職 名 日  当
宿 泊 料

国家公務員の場合の該当・号俸
甲 地 乙  地

教授又は相当者 3,000 14,800 13,300 指定職のみ (原則使用しない )

教授、准教授 2,600 13,100 11,800
医 (― )  3級  1号 俸以上

研     5級  1号 俸以上

講師、助手、技師又は
相当者 2,200 10,900 9,800

医 (― ) 級

級

２

１ 3号俸以上

研     4級 、 3級
2級 25号 俸以上

上記以外の者 1,700 8,700 7,800
医 (― )  1級 12号 俸以下

研 ２級

級

２

１

4号俸以下

※ 表中の日当について、 1日 の行程が鉄路 1 0 0km、 水路 5 0km又 は陸路 2 5km未満
の旅行の場合は、定額の 2分の 1と すること。
※ 表中の甲地とは、次の地域をいい、乙地 とは、甲地以外の地域をいう。ただし、車
中泊は乙地 とする。
a 埼 玉 県・・・ さいたま市
b 千 葉 県・・・千葉市
c 東 京 都・・・特別区 (23区 )
d 神奈川県・・・横浜市、川崎市
o 愛 知 県・・・名古屋市
f 京 都 府・・・京都市
g 大 阪 府・・・大阪市、堺市
h 兵 庫 県・・・神戸市
i 広 島 県・・・広島市
」 福 岡 県・・・福岡市

(2)外 国旅費

ア 運賃 (鉄道賃、船賃、航空賃等 )
原則として、最も経済的な通常の経路及び方法により目的地までを旅行した運賃とす
ること。
※ グリーン料金、寝台 A料金、ビジネスクラス等の割増運賃等については、その者
の役職等を踏まえた妥当な取扱とすること。
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職 名

日 当 及 ぴ 宿 ,自 料
国家公務員の場合の該当・号俸

指定薔市 甲地方 乙地方 丙地方

教授又は相当者
日   当

宿泊料

8,300

25,700

７

　

　

１

000

500

０

　

　

０

０

　

　

０

５

　

　

７

5,100

15,500

指定職のみ (原則使用しない)

教授、准教授
日   当

宿il‖

７

　

　

２

200

500

61200

18,800

5,000

15,100

０

　

　

０

０

　

　

０

５

　

　

５

４

　

　

３

医 (― ) 3級  1号 俸以上

研    5級  1号俸以上

講師、助手、技

師又は相当者

日   当

宿泊料

６

　

　

９

200

300

5,200

16,100

4,200

12,900

3,800

11 600

医 (― ) 2級
1級 13号俸以上

研
上以俸

級
号
３
５

ヽ

フ^“

級
級

４

２

上記以外の者
日   当

宿泊‖

５

　

　

６

300

100

４

　

　

３

400

400

３

　

　

０

600

000

３

　

　

９

200

700

医 (― ) 1級 12号俸以下

研 ２級

級

２

１

4号俸以下

イ 日当及び宿泊料
(単位 :円 )

※ 表中の指定都市、甲及び丙地方とは次の地域をいい、乙地方とは、指定都市、甲及び丙 :

地方以外の地域をいう。ただし機中泊は丙地方とする。

1 指定都市
シンガポール、ロサンゼルス.ニューヨーク、サンフランシスコ、ワシントン、ジュネーブ、ロンドン、モスクワ、パ
リ、アブダビ、ジッダ、クウェー ト、リヤ ド及びアビジヤンの地域とする。
2 甲地方
ア 北米地域
北アメリカ大陸 (メ キシヨ以南の地域を除 く。)、 グリーンランド、ハワイ諸島、バミューダ諸島及びグアム並びに
それらの周辺の島 しょ (西 インド諸島及びマリアナ諸島 (グ アムを除 く。)を 除 く。 )
イ 欧州地域
ヨーロッパ大陸 (ア ゼルバイジャン、アルメニア、ウクライナ、ウズベキスタン、カザフスタン、キルギス、グルジ
ア、タジキスタン、 トルクメニスタン、ベラルーシ、モル ドバ及びロシアを含み、 トルコを除 く。)、 アイスランド、
アイルラン ド、英国、マルタ及びキプロス並びにそれらの周辺の島しょ(ア プレス諸島、マディラ諸島及びカナリア諸
島を含む。 )
ウ 中近東地域
アラビア半島、アフガニスタン、イスラエル、イラク、イラン、クウエー ト、ヨルダン、シリア、 トルコ及びレパノ
ン並びにそれらの周辺の島しよ
工 但しtア ゼルバイジャン、アルバニア、アルメニア、ウクライナ、ウズベキスタン、エス トニア、カザフスタン、キ
ルギス、グルジア、クロアチア、スロパキア、スロベニア、タジキスタン、チェコ、 トルクメニスタン、ハンガリー、
ブルガリア、ベラルーシ、ポーラン ド、ポスニア・ヘルツェゴビナ、マケ ドニア旧ユーゴスラビア共和国、モル ドバ、
セルビア・モンテネグロ、ラ トビア.リ トアニア、ルーマニア及びロシアを除いた地域とする。
3 丙地方
ア アジア地域 (本部を除 く。 )
アジア大陸 (ア ゼルバイジヤン、アルメニア、ウクライナ、ウズベキスタン、カザフスタン、キルギス、グルジア、
タジキスタン、 トルクメニスタン、ベラルーシ、モル ドバ、ロシア及び 2のウに定める地域を除く。)、 インドネシ
ア、東テイモール、フィリピン及びポルネオ並びにそれらの周辺の出しょ
イ 中南米地域
メキショ以南の北アメリカ大隆、南アメリカ大陸、西インド諧島及びイースター並びにそれらの日辺の島しょ

ウ アフリカ地域
アフリカ大瞳、マダガスカル、マスカレーニュ請島及びセーシエル情島並びにそれらの周辺の島しょ (ア ソレス備
島、マディラ鰭島及びカナリア諸島を除く。 )
工 南極地域
南極大瞳及び周辺の島 しよ

オ 但し、インドシナ半島 (シ ンガポール、タイ、ミヤンマー及びマレーシアを含む。)、 ィンドネシア、大韓民国、東
ティモール、フィリピン、ポルネオ及び香港並びにそれらの周辺の島しよを除いた地域とする。

その他
実費とする。
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(付その 1)研究計画書の様式及び記入例
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様式A(1)

平成__年度厚生労働科学研究費補助金 (________研 究事業)研究計画書 (新規申請用)

平成  年  月  日
厚生労働大臣
(国立医薬品食品衛生研究所長)殿
(国立保健医療科学院長 )

住  所 〒
フリカ
゛
ナ

申請者 氏  名
生年月日 19__年 ___月 ___日 生

平成___年 度厚生労働科学研究費補助金 ( 研究事業)を実施したいので

次のとおり研究計画書を提出する。

1.研究課題名 (公募番号)  :
(              )

2 当該年度の計画経費    :金 円也 (問接経費は含まない)

3 当該年度の研究事業予定期間 :平成___年 ___月 ___日 から平成___年 ___月 ___日
(___)年計画の 1年目

4.申請者及び経理事務担当者

申 請 者

①所属研究機関

②所 属 部 局

③職 名

④所属研究機関

所  在 地

連  絡 先

T

Tel:
E―Mail:

Fax:

⑤最終卒業校 ⑥学  位

⑦卒 業 年 次 Э専攻科目

務
者膵当

経
担

(フ リカ
゛
ナ)

⑨氏    名

⑩連 絡 先 て

所属部局・

課 名

T
Tel:

E―Mail:
Fax:
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①研究承諾

の 有 無
有 缶

小

⑫事務委任

の 有 無
有 征

ハ

⑬COI(利 益相反 )

委 員
/_●
‐ の 有 缶

有 無

⑭COI委員会への申出の有無 有 ・ 無 Э間接経費
の

要   否
要( 千円、計画経費の %) ・否

5.研究組織情報

①研究者名 る
目
す
項
担
究
分
研
② ‘

位
目

校
学
科

鱒
業年次．
中

最
卒
及

③ ④所属研究機関
及び現在の専門
(研究実施場所)

⑤所属研究
機関にお
ける職名 鋤動ｍ

究∝
予

6.政府研究開発データベース
研究者番号及びエフォー ト

研 究 者 名 性 男リ 生 年 月 日 研究者番号 (8桁 ) エフォート(%)

研究分野及び研究区分

コー ド番 号 重点研究分野 研 究 区 分

１
２
３

野
野
野
野

分
分
分
分

主
副
副
副

究
究
究
究

研
研
研
研

研究キーワー ド

コー ド番 号 研 究 キ ー ワ ー ド

研究キーワー ド1
研究キーワー ド2
研究キーワー ド3
研究キーワー ド4
研究キーワー ド5

研究開発の性格

基礎研究 応用研究 開発研究
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7.研究の概要

8.研究の目的、必要性及び特色・独創的な点

(21m融 鞘 溜 枡 最 宴 謀 塩 砒 等、研究の最純 な目標を達成するのに必要な他
の研究計画と、当該研究計画の関係を明確にすること。
(3)研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記入すること。
(4)当該研究の特色・独創的な点については、国内・国外の他の研究でどこまで明ら力ヽ こなってお
り、どのような部分が残されているのかを踏まえて記入すること。
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9.期待される成果

(1)期待される成果については、厚生労働行政の施策等への活用の可能陸 (施策への直接反映の可能性、
政策形成の過程等における参考として間接的に活用される可能性、間接的な波及効果等 (民間での和
用 (論文引用等)、 技術水準の向上、他の政策上有意な研究への発展性など)が期待できるか)を中こ
に600字以内で記入すること。
(2)当該研究がどのような厚生労働行政の課題に対し、どのように貢献するのか等について、その
体的な内容や例を極力明確にすること。

10.研究計画 。方法

8締綴穏協趙輻肥各茎れ難+縦鍛舗醜稀
的な役割を明確にすること。
(3)複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記入す
ること。
(4)本研究を実施するために使用する研究施設・研究資料・研究フィールドの確保等、現在の研究
環境の状況を踏まえて記入すること。
(5)臨床・疫学研究においては、基本デザイン、日標症例・試料数及び評価方法等を明確に記入す
ること。

●
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11 倫理面への配慮

・研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性の排除や説明と同意 (イ ンフォームド`コ
ンセント)への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を記入すること。

遵守すべき研究に関係する指針等
(研究の内容に照らし、遵守しなければならない指針等については、該当する指金1等の「□」の枠
内に「○」を記入すること (複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「○」を記入する
こと。))。

ロ
ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  El疫 学研究に関する倫理指針

□
遺伝子治療臨床研究に関する指針 E臨 床研究に関する倫理指針

ロ
ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針

□
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針

□
その他の指針等 鮨 針等銘 称 :           )

疫学・ 生物統計学の専門家の関与の有無 有 無  。 その他 ( )

臨 床 研 究 登 録 予 定 の 有 無 有 無 。 その他 ( )
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12.申請者の研究歴等

申請者の研究歴 :

過去に所属した研究機関の履歴、主な共同研究者 (又は指導を受けた研究者)、 主な研究課題、こ
れまでの研究実績、受賞数、特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実施を通じた政策提言数 (寄
与した指針又はガイ ドライン等))

発表業績等 :

著者氏名 。発表論文名 。学協会誌名 。発表年 (西暦)。 巻号 (最初と最後のページ)、 特許権等知
的財産権の取得及び申請状況、研究課題の実施を通じた政策提言 (寄与した指針又はガイドライン等)
(発表業績等には、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術雑誌等に発表した論文 。著書
のうち、主なもの (過去 3年間)を選択し、直近年度から順に記入すること。また、この研究に直接
関連した論文 。著書については、著者氏名の名前に「○」を付すこと。 )

13.厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦する予定の研究者

年 度 外国人研究者招へい事業 外国への 日本人研究者派遣事 着手研究者育成活用事業
(リ サーチ・レジデント)

平成  年度 名 名 名

羽或  年疲 名 名 名

平成  年度 名 名 名
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14.研究に要する経費
(1)各年度別経費内訳 (単位 :千円)

年 度 研究経費

内 訳

物品費 人件費・謝金
旅費 その他

設備備品費 消耗品費 人件費 謝金

平成  年度

平成  年度

平成 年度

合 計

(2)機械器具の内訳 ((1)の物品費のうち50万円以上の機械器具については、賃借が可能な場合は
原貝」として賃借によること。 )

ア.賃借によるもの (50万円以上の機械器具であって、賃借によるもののみ記入すること。)

年 度 機 械 器 具 名 賃 借 の 経 費 (靴 :千円) 数 量

平成 年度

平成 年度

平成  年度

イ.購入によるもの (50万円以上の機械器具であつて、賃借によらないもののみ記入すること。 )

年 度 機 械 器 具 名 単   価  (靴 :千円) 数 量

平成  年度

平成 年度

平成  年度
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年 度 委 託 内 容 委  託  先 委 託 費

平成 年度

平成 年度

平成  年度

(3)委託費の内訳 ((1)のその他のうち委託費について記入すること。) (単位 :千円)

15 他の研究事業等への申請状況 (当該年度) (単位 :千円)

16 研究費補助を受けた過去の実績 (過去 3年間) (単位 :千円)

年  度 研 究 事 業 名 研 究 課 題 名 補  助  額 所 管 省 庁 等

17 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律 (昭和 30年法律第 179号)第 18条第 1項の
規定により補助金等の返還が命じられた過去の事業                (単 位 :円 )

年  度 研究事業名 研 究 課 題 名 補助額 ・
度
額
年
還
還
返
返

返 還 理 由 所管省庁等

(添付書類等がある場合は、この後に一つの電子ファイルになるよう添付 してください。 )

新規・継続 研究事業名 研 究 課 題 名 代表・分担等 補助要求額 所管省庁等 エフォート(%)
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作成上の留意事項

1.本研究計画書は、申請課題の採択の可否等を決定するための評価に使用されるものである。

2 宛先の欄には、厚生労働科学研究費補助金取扱規程 (平成 10年厚生省告示第 130号。以下「規程」と
いう。)第 3条第 1項の表第 14号の右欄に掲げる一般公募型並びに同表第 27号の右欄に掲げる一般公募
型及び若手育成型については国立保健医療科学院長、同表第 26号の右欄に掲げる一般公募型及び若手育成
型については国立医薬品食品衛生研究所長を記載すること。

3 「申請者」について
(1)法人にあっては氏名欄に法人の名称を記入すること。
(2)住所は、申請者の現住所を記入すること。

4.「 1.研究課題為 (公募番号)」 について

{夕 :髪巽琴議封黎旱扉熙馨署,新1彗蒙警詳撃計究費補助金公募要項で定める公募課題番号を記入すること。
5 「2.当該年度の計画経費」について
。当該事業年度 (1会計年度)の研究の実施に必要な計画経費を記入すること。

6.「 3.当該年度の研究事業予定期間」について
。当該事業年度中の研究事業予定期間を記入すること。

「4.申請者及び経理事務担当者」について
(1)①及び②は、申請者が勤務する研究機関及び部局の正式名称を記入すること。
(2)③は、申請者が専攻した科目のうち当該研究事業に関係あるものについて記入すること。
(3)⑨の経理事務担当者には、当該研究に係る経理及び連絡等の事務的処理を担当する経理事務に卓越した
同一所属研究機関内の者を置くこと。
(4)⑪は、申請者の所属研究機関の長に対する研究の承諾の有無を記載すること。

6)に刀ま、
こと。
(7)⑭は、
(8)⑮は、

COI

COI委 員会へのCOI管理の申出の有無を記載すること。
間接経費の要否を記載すること。

での設置の有無を記載する

8.「 5.研究組織情報」について
。申請者 (研究代表者)及び研究分担者 (研究代表者と研究項目を分担して研究を実施する者をいう。)
について記入すること (研究協力者 (研究代表者の研究計画の遂行に協力する者 (研究分担者を除く。)をい
う。)については記入する必要はない。)。

9.「 6.政府研究開発データベース」について
(1)研究代表者及び研究分担者の、性別、生年月日及び府省共通研究開発管理システム (e―Rad)も しくは
文部科学省の科学研究費補助金制度により付与された研究者番号 (8桁の番号)を記入すること。
また、当該研究代表者及び研究分担者ごとに、当該研究の実施に必要とする時間が年間の全勤務時間
(正規の勤務時間以外の勤務時間を含む。)に占める割合を百分率で表した数値 (1未満の端数があると
きは、これを四捨五入して得た数値)を、エフォート (%)欄に記入すること。
なお、当該研究についての各研究者の分担割合を記入するものではないので留意すること。
(2)研究分野及び研究区分の表の研究主分野については別表第 1「研究分野コー ド表Jから当該研究の主要
な部分の属する研究分野及び研究区分を選択して研究区分番号とともに記入し、研究副分野については、
当該研究に関連する分野 (最大 3つ)を同様に選択して記入すること。
(3)研究キーワー ドについては、当該研究の内容に応じ、別表第 2「研究キーワー ド候補リス ト」から適切
な研究キーワー ド (最大 5つ)を選択してコー ド番号とともに記入すること。同様に該当するものがない
場合は 30字以内で独自の研究キーワー ドを記入すること。
(4)研究開発の性格については、基礎研究、応用研究又は開発研究のいずれかに「○」を付すこと。

10。 「7.研究の概要」について
(1)「 8.研究の目的、必要性及び特色・独創的な点」から「11.倫理面への配慮」までの要旨を 1, 0
00字以内で簡潔に記入すること。



(2)複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と当該事業年度の計画との関係が分かるように記入
すること。
(3)研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記入又は添付すること。

H。 「8.研究の目的、必要性及び特色 。独創的な点」について
(1)研究の目的、必要性及び特色・独創的な点については、適宜文献を引用しつつ、 1, OΩ O字以内で具
体的かつ明確に記入すること。
(2)当該研究計画に関して現在までに行つた研究等、研究の最終的な目標を達成するのに必要な他の研究計
画と、当該研究計画の関係を明確にすること。
(3)研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記入すること。
(4)当該研究の特色・独創的な点については、国内 。国外の他の研究でどこまで明らかになっており、どの
ような部分が残されているのかを踏まえて記入すること。

12.「 9.期待される成果」について
(1)期待される成果については、厚生労働行政の施策等への活用の可能性 (施策への直接反映の可能性、政
策形成の過程等における参考として間接的に活用される可能性、間接的な波及効果等 (民間での利活用 (論
文引用等)、 技術水準の向上、他の政策上有意な研究への発展性など)が期待できるか)を中心に600

(2)当該研究がき脅■まふ厚生労働行政の課題に対し、どのよ梵 貢献するのか等について、
内容や例を極力明確にすること。

その具体的な

13「 10.研 究計画・方法」について

8霧究昇書を滋 た覧8曇雛級纂露灘聾喘暴黎憾談傷,フ諦具体的な役割
を明確にすること。
(3)複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記入すること。
(4)本研究を実施するために使用する研究施設 。研究資料 。研究フィール ドの確保等、現在の研究環境の状
況を踏まえて記入すること。
(5)臨床・疫学研究においては、基本デザイン、日標症例 。試料数及び評価方法等を明確に記入すること。

14.「 11.倫 理面への配慮」について
(1)「倫理面への配慮Jに

倫理指針 (平成 20年厚生労働省告示第 415号 )、 ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針 (平成
18年厚生労働省告示第 425号 )、 厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関す
る基本指針 (平成 18年 6月 1日 付厚生労働省大臣官房厚生科学課長通知)及び申請者が所属する研究
機関で定めた倫理規定等を遵守するとともに、あらか
な研究につい

(2)人又は動物を用いた研究を行 う際に〔事前に下謂著雨
審査を受けた場合には、審査内容を必ず添付すること。

内の倫理委員会等において倫理面からの

(3)研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関係する指針等については、該当する指針等の
「□」の枠内に「○」を記入すること (複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「○」を記
入すること。)。

“を
lη
眸晒
飼知不 ヒ。呪 lЯ鵬齋 鰍減鶴認 ‰器

15。 「12.申請者の研究歴等」について
(1)申請者の研究歴について、過去に所属した研究機関名、主な共同研究者 (又は指導を受けた研究者)、
主な研究課題、これまでの研究実績 (論文の本数、受賞数、特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実
施を通じた政策提言)等について記入すること。なお、論文については査読があるものに限る。
(2)発表業績等には、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術誌等に発表した論文・著書のうち、

こ雇;::iF::fi:「 !][『己{ざ::こ Fl:ら干;:た置
こと。なお、論文については査読があるものに限る。

16.「 13.厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦する予定の研究者」について
。申請者が、厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦を予定している研究者の人数について記



入すること。                                    、

17.「 14.研究に要する経費」について  ‐
(1)当該研究課題に要する経費を、年度別に記入すること。
(2)50万円以上の機械器具については、賃借が可能な場合は原則として賃借によること。ただし、賃借が
可能でない場合、又は、研究期間内で賃借をした場合の金額と購入した場合の金額を比較して、購入した
場合の方が安価な場合は購入しても差し支えない。
なお、賃借をした場合においても、所有権の移転を伴うものは認めない。
(3)「 (2)機械器具の内訳」は、当該研究の主要な機械器具で、 50万円以上のものを「ア.賃借によるも
の」又は「イ 購入によるもの」に分けて記入すること。
(4)「ア 賃借によるもの」については、賃借による機械器具についてのみHE入し、「イ 購入によるもの」
については、賃借によらない機械器具についてのみ記入すること,

18 「15 他の研究事業等への申請状況」について
。当該年度に申請者が、厚生労働省から交付される研究資金 (特例民法法人等から配分されるものを含む。)、
他府省の研究資金、独立行政法人から交付される研究資金及び特例民法法人等から交付される研究資金等ヘ
の研究費の申請を行おうとしている場合について記入すること。

19 「16 研究費補助を受けた過去の実績 (過去 3年間)」 について
。申請者が、過去 3年間に厚生労働省から交付される研究資金 (特例民法法人等からは酉己分されるものを含   |
む。)、 他府省の研究資金、独立行政法人から交付される研究資金及び特例民法法人等から交付される研究
資金等を受けたことがあれば、直近年度から順に記入すること (事業数が多い場合は、主要事業について記
入すること。)。

20.「 17 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律 (昭和30年法律第 179号)第 18条第 1
項の規定により補助金等の返還が命 じられた過去の事業」について
(1)平成 16年度以降に補助金等の返還を命 じられたことがあれば、直近年度から順に記入すること。   |
(2)返還が研究分担者による場合は、その理由を明確に記載すること。

21.その他
(1)日 本工業規格A列 4番の用紙を用いること。各項目の記入量に応じて、適宜、欄を引き伸ばして差し支   |
えない。
(2)申請者が法人である場合は、特段の指示がない限り本様式に準じて作成すること。

|
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別表第 1
点研 野コー ド表
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コー ド
番 号 重点研究分野 研究区分
501 エネルギー 化石燃料 。カロエ燃料
０
４
ハ
υ
ｒ
ｏ エネルギー 原子力三ネルギI
503 エネルギー 自然エネルギー

504 エネルギー 省エネルギー・エネルギー利用技術
505 エネルギー 環境に対する負荷の軽減
506 エネルギー 国際社会全魏 力と貢献
589 壬ネ/1/ギ= 共通基礎研究
599 エネルギー その他
601 ものづくり 高精度生術
602 ものづくり 精密部品カロエ
603 ものづくり 高付カロ価値極限技術 (マイクロマシン等)
604 ものづくり 環境負荷最小化
605 ものづくり 品質管理 _1.製造現場安全確保

先進的ものづくり606 ものづくり
607 ものづくり 医療・皿 機器
608 ものづくり アセンプリープロセス
609 ものづくり システム

689 ものづくり 共通基礎研究
699 ものづくり その他
701 就

一期
一期

〈一一人本一〈〓一

社
一社
一社

異常t自然現象発生メカfズAの研究。と予測技術
災言被害最小化潮 熱 、研究
超高度防災支援システム

702

703
704 一螂

一期
一期

一〈ム一〈ム一〈本一

一社
一社
一社

事故対策技術
705 社会基盤の劣化対策
706 一

樽

一　
一再
一

一　
一の
一

一有
一自
一広

721 社会基盤
９
ん
０
乙
ク
‘ 社会基盤
723 社会基盤
社会基盤

本御駆難撃北 _■総合雄 理 _……………
新しい人と物の流れに対応する交通システ■724

725 社会基盤 バリアフリー
726 FIL会基盤 ュニバ=サ

/L/デザインイヒ
789 齢 馴
社会基盤

共通基礎研究
799 その他
０‐

一

８

一
フロンティア 宇宙r

宇宙]
海洋わ

生_(天文を含む)
０
´
Ａ
Ｖ
０
０ Z三∠‐__イ Z 発利用
821 フロンティア 一学

822 Z旦ンテ ィ_Z 一酬一馳一御

]発
889 7Fンティ_ア ξ礎研究
899 フロンティア
900 に文 。社会
1000 自然科学一般

208の 入出力とは 通信システムの入出力
にする技術をいう。ただし、研究区分番号209から211までに該当
するものを除く。
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別表第 2

研究キーワー ド候補リス
コー ド
番 号 研究キーワード

1 遺伝子
2 ゲノム
3 蛋白質
4 糖

5 脂質

6 核酸
ワ
ー 細胞・組織
8 生体分子
9 生体機能利用

10 発生・分化

月蛍・ネ申糸壬
０
４ 動物

13 植物

14 微生物
15 ウィルス
‐６

一
‐７

行動学
進化
18 情報工学
19 プロテオーム

20

21

トランスレーショナルリサーチ

移植 。再生医療
22 医療 。福祉
23 再生医学
24 食品
Ｅ
υ
０
４ 農林水産物
26 組換え食品
27 バイオテクノロジー

28 認知症

29 癌

30 糖尿病
31 循環器・高血圧
０
ん
０
０

33

アレルギー・ぜんそく
感染症
34 脳神経疾患
35 老化

36 薬剤 反応性

37 バイオ関連機器
38 フォトニックネットワーク
39 先端的通信
40 有線アクセス

41 インターネット高度化
42 移動体通信
43 衛星利用ネットワーク
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研究キーワー ド

ットワーク

データストレージ
ファイルシステム

マルチモーダルインターフェース

バ‐―チャルリアリ
エージェン ト
スマー トセン
ソフトウエア開発

コンテンツ 。アーカイ
システムオンチップ
デバイス設計・製造プロセス

デバイス

ディスプレイ
リモー トセンシン
モニタリン リモー トセンシング2



コー ド
番 号 研究キーワード

96

97 原子分子処理
98 走査プローブ顕微鏡 (STM、 AFM、 STS、 SNOM、 他 )
99 量子 ドット
100

101
量子細線
量子丼戸

102 超格子
‐０３

一
‐０４

分子機械
ナノマシン

０５

一
〇 ６

１

一
１

トンネル現象
量子 コンピュータ

107

108
DNAコ ンピュータ
スピンエレクトロニクス

109

110
強相関エレクトロニクス
ナノチューブ。フラーレン

111 量子閉じ込め
112 自己組織化
113 分子認識
114 少数電子素子
‐‐５

一
‐‐６

高性能レーザー
超伝導材料・素子

117 高効率太陽光発電材料・素子
118 量子 ビーム

119 光スイッチ
120 フォ トニ ック結晶
121 微小共振器
122 テラヘルシ/赤外材料 。素子  ~~~~
123 ナノコンタクト
124 超分子化学
125 エピタキシャル
126 1分子計測  (SMD
127 ピンセット
128 モ ー ター

129

130 :j」ヒ
`131 子

132 超
133 エ ネ ル ギー

134 エネル ギー

135 エネル ギー

136

137

138

139

140 廃 れ禾」
調

・
141 コージェネレーション
142 メタンハイドレー ト
143 バイオマス
144 天然ガス
Ｅ
υ
И
■ 省エネルギー
146 新エネルギー
147 エネルギー効率化    ~
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コー ド

番 号 研究キーワード

148

149 地球温暖化ガス排出削減
150

151

152 電気自動車
153 LNG]巨
４

一５

一一一　　一一一一一一　一一一一一一一一・　　一　　一一一　　一一一一一　一一一一一一一一・

ハイブリッド車
超精密計測
156

157
光源技術
精密研磨
158 プラズマ加工

159 マイクロマシン
160 精密部品加工
161 高速プロトタイビング
162 超精密金型転写
163 射 仕成型
164 高速組立成型
165 高速伝送回路設計
166 微細接続
168 ヒューマンセンター ド生産
169 複数企業共同生産システム
170 品質管理システム
171 低エントロピー化指向製造システム
172 地球変動予測
173 地震
174 火 山
175 皐波
176 砂災奪
177 中豪雨
178 高潮
179 洪水
180 火 災
181 ヨ然災写
182 ヨ然現象観測・予測
183

184

185

186 ∫

“187 防

"

とロボット
188 え災
189 署1日・復興
190

ノ
「
ι
え 〕

191 当防
192 I」1安全
193 常時通信
194 理

195 リアルタイムマネージメント
196 国土 発
197 国 二 自備
198 国土保全
199 広域地域
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研究キーワー ド

イ[`

―ジメント

システム (GIS)

ンヽ
再
乙

シ
一シ
〓

一

一二
不
乙
ジ
．

ム
一テ
・テ
一メ

一ム

一ム

一ン要マ
バリアフリー
ユニバーサルデザイン

卜
一星
一型
フ

工

フラ

ステーシ ョン

天文

203
204
205
206

214
215

217
218
219
220
221



コー ド

番 号 研究キーワー ド

252 極地
253 召 子
254
255 社会学
256 教育学
257 文化人類学
258 史学
259 文 学
０

一
１

６

・

６

９

“

９

“
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(記入例 )

様式A(1)

平成 24_年 度厚生労働科学研究費補助金 ( ○○○○ 研究事業)研究計画書 (新規申請用)

平成 23年○○月○○日

申請者

〒100-0000 東京都○○区幸町100
ヤマタ
゛
  タロウ

山田  太郎
1950年  1月  1日 生

所
■
名
日

力

　

月

り
　

年

住

フ
氏
生

冬 生労働科学11讐塘]11:[:[[[[[2EEI:増壇ξllI「

'111

次のとおり研究計画書を提出する。

:金 60,000,000 円也 (間接経費は含まない)

1

2

3.当該年度の研究事業予定期間

当該年度の計画経費

4 申請者及び経理事務担当者

申 請 者

①所属研究機関 国立厚生労働センター

②所 属 部 局 疾病研究部

③職 名 疾病研究部長

④所属研究機関

所 在 地

連 絡 先

〒100-0000 東京都○○区幸町200

rel:03-3333-111l     Fax:03-3333-3333
E―Mail:  yamadaOabcd gO jp

⑤最終卒業校 饉ヶ関大学医学部 Э学  位 医学博士

⑦卒 業 年 次 昭和 48年 Э専攻科目 感染症内科

経理 事務
担 当 者

( フリカ
゛

⑨氏
＞
名

■
′

■
″
■
′
ど
７ ハナコ

田中  花子

⑩連 絡 先 ・

所属部局・

名課

〒100-0000 東京都○○区幸町200

国立厚生労働センター会計課

rel:03-3333-1■ 1(内 200) Fax:03-3333-3333
E Mail:tanakaCabcd go jp
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(記入例 )

OI(利 益 相 反 )

委 員 会 の 有

⑭COI委員会への申出の有 0,000千円、計画経費の15%)・ 否

①研究者名 ②分 担 す
研 究 項

る

目
③最終卒業校・
卒業年次・学位
及び専攻科 目

④所属研究機関
及び現在の専門
(研究実施場所)

⑤所属研究
機関にお
ける職名

⑥研 究 費配分
予  定  額
(千円)

山田 太郎

鈴木 花子

ЭOO研究(総括)

臨床研究協力体

市1の整備

霞ヶ関大学医学部、

瑠和 48年卒、医学
博士、○○科

丸の内大学医学部、

昭和 61年卒、 Ekl学
博士、○○科

国立厚生労働セン

ター、○○科

(臨床研究部)

丸の内大学難病研

究所、○○科

臨床 研 究叡

長

准毅

6 山有研究開発データベース
研究者番号及びエフォー ト

研 究 者 名 性 男J 生 年 月 日研究者番号 〈8桁 ) エフオート (%)

山田 太郎
鈴木 花子

男

女

19500101

19551005

12300001

23400002

20%

15%

研究分野及び研究区分
コード番号 重点研究分野 研 究 区 分

研究主分野

研究副分野 1

研究副分野 2

研究副分野 3

101

102

104

105

ライフサイエンス

ライフサイエンス

ライフサイエンス

ライフサイエンス

ゲノム

医療 。医学

悩科学
ヾイオインファマティクス

研究キーワー ド

コー ド番号 研 究 キ ー ワ ー ド

研究キーワー ド1

研究キーワー ド2

研究キーワー ド3

研究キーワー ド4

研究キーワー ド5

１

２

６

７

ンステム生物学

ハ
）



(記入例)

研究開発の性格

鋼 究 応用研究 開発研究

7 研究の概要

(1)「 8.研究の目的、必要性及び特色・独創的な点」から「11 倫理面への配慮」までの要旨

(2                 齢発基体の計画と当該事業年度の計画との関係が分かるよ
うに記入すること。
(3)研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記入又は添付すること。

(流れ図〉

8 研究の目的、必要性及び特色・独創的な点

(2ヂ警駿
『
愛肇薔I』υttξZ瞥ヤ語粋なた研究等、研究の最終的な目標を達成するの回 要な他

の研究計画と、当該研究計画の関係を明確にすること。
(3)研究期間内に何をどこまで明ら力ヽ こするか、各年度の目標を明確にしたうえで記入すること。
(4)当該研究の特色・独創的な′点については、国内・国外の他の研究でどこまで明ら力ヽこなつてお
り、どのような部分が残されているのかを踏まえて記入すること。
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9.

(記入例 )

期待される成果

(1)期待される成果については、厚生労働行政の施策等への活用の可能性 (施策への直接反映の可能性、
政策形成の過程等における参考として間接的に活用される可能性、間接的な波及効果等
活用 (論文引用等)、 技術水準の向上、他の政策上有意な研究への発展性など)が期待できるか)

(2匙嘉幕甕臨茫1勇群後の剛けし、どのように貢献するのか等について、その
的な内容や例を極力明確にすること。

10.研 究計画・方法

{夕綴嘉魔務黎協縞郷緩
`'1%紫

装鴨靭塞悪続窃纂諫
的な役割を明確にすること。
(3)複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関脈がわかるように記入す
ること。
(4)本研究を実施するために使用する研究施設・研究資料・研究フィールドの確保等、現在の研究
環境の状況を踏まえて記入すること。
(5)臨床・疫学研究においては、基本デザイン、目標症例・試料数及び評価方法等を明確に記入す
ること。



(記入例)

倫理面への配慮

・研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性の排除や説明と同意 (イ ンフォームド・コ
ンセント)への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を記入すること。

遵守すべき研究に関係する指針等
(研究の内容に照らし、遵守しなければならない指針等については、該当する指針等の「□」の枠
内に「○」を記入すること (複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「OJを記入する
こと。))。

ロ
ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  【:コ

□
遺伝子治療臨床研究に関する指針

[三]臨
床研究に関する

ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針

その他の指針等 (指針等の名称 :

疫学研究に関する倫理指針

疫学・生物統計学の専門家の関与の有無 有 ・ 無 。 その他 (

臨 床 研 究 登 録 予 定 の 有 無 有 ・ 無 。 その他 (
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(記入例 )

12,申請者の研究歴等

申請者の研究歴 :

過去に所属した研究機関の履歴、主な共同研究者 (又は指導を受けた研究者)、 主な研究課題、こ
れまでの研究実績、受賞数、特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実施を通じた政策提言数 (寄
与した指針又はガイドライン等))

発表業績等 :

著者氏名・発表論文名 。学協会議名 。発表年 (西D ・巻号 (最初と最後のページ)、 特許権等知
的財産権の取得及び申請状況、研究課題の実施を通じた政策提言 (寄与した指針又はガイドライン等)
(発表業績等には、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術雑誌等に発表した論文・著書
のうち、主なもの (過去 3年間)を選択し、直近年度から順に記入すること。また、この研究に直接
関連した論文・著書については、著者氏名の名前に [○」を付すこと。)

13.厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦する予定の研究者

年 度 外国人研究者招へい事業 本国への日本人研究者派遣事業 着手研究者育成活用事業
(リ サーチ・レジデント)

平成 24年度 名 名 名

平成25年度 名 名 名

平成 26年度 名 名 名

●
●



(記入例 )

14.研究に要する経費
(1)各年度別経費内訳 (単位 :千円)

年   度 研究経費

内 訳

物品費 人件費・謝金
旅費 その他

設備備品費 消耗品費 人件費 謝金

平成 24年度

平成 25年度

平成 26年度

合  計

(2)機械器具の内訳 ((1)の物品費のうち50万円以上の機械器具については、賃借が可能な場合は
原則として賃借によること。 )

ア 賃借によるもの (50万円以上の機械器具であって、賃借によるもののみ記入すること。 )

年   度 備   品   名 賃 借 の 経 費  蝉位:千円) 数 量

平成 24年度

平成 25年度

平成 26年度

イ.購入によるもの (50万円以上の機械器具であつて、賃借によらないもののみ記入すること。)

年   度 備   品  名 単   価  (戦 :千円) 数 量

平成 24年度

平成 25年度

平成 26年度
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年 度 委 託 内 容 委  託  先 委 託 費

平成24年度

平成 25年度

平成 26年度

(記入例)

(3)委託費の内訳 ((1)のその他のうち委託費について記入すること。)

15 他の研究事業等への申請状況 (当該年度)

16 研究費補助を受けた過去の実績 (過去 3年間)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

年  度 研 究 事 業 名 研 究 課 題 名 補  助  額 所 管 省 庁 等

17.補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律 (昭和30年法律第 179号)第 18条第 1項の
規定により補助金等の板撰を命じられた過去の事業                (単 位 :円 )

年  度 研究事業名 研 究 課 題 名 補助額 返還額 。
返還年度

返 還 理 由 所管省庁等

(添付書類等がある場合は、この後に一つの電子ファイルになるよう添付してください。)

新規・継続 研究事業名 研 究 課 題 名 代表・分担等 補助要求額 所管省庁等 エフォート(%)

新規 〇〇研究費 ○○に関する研究 代表 12,000 文部科学省 20%

| | L___

Ｅ
０



(付その 2) 【マスキング審査用】
研究計画書の様式
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【整理番号 (事務局記載):      】
本様式の12 から17 はマスキング審査に用いられます。12 から17.については、以下の点に留意してください。
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①J、 「分担研究者②」等のように、
「所属機関」については「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

【マスキング審査用】

平成__年度厚生労働科学研究費補助金 ( 研究事業)研究計画書 (新規申請用)

羽或__年__月 __日

厚生労働大臣 殿

住  所 〒
フリカ
゛
ナ

申請者 氏  名
生年月日 19__年 ___月 ___日 生

平成___年 度厚生労働科学研究費補助金 ( 研究事業)を実施したいので

次のとおり研究計画書を提出する。

1 研究課題名 (公募番号)  :
(              )

2.当該年度の計画経費    :金 円也 (間接経費は含まない)

3 当該年度の研究事業予定期間 :平成___年 ___月___日 から平成___年 ___月 ___日
(___)年計画の 1年 目

4.申請者及び経理事務担当者

申 請 者

務
者鮮当

経
担

①所属研究機関

②所 属 部 局

③職 名

④所属研究機関

所  在  地

連  絡  先

T

rel:

E―Mail:
Fax:

⑤最終卒業校 Э学  位

⑦卒 業 年 次 Э専攻科目

( フリカ
゛

③氏
＞
名

■
′

⑩連 絡 先 ・

所属部局・

課 名

T
rel:

E―Mail:
Fax:

７
′



【整理番号 (事務局記載):
の 12 から17 はマスキング審査に用いられます。 12 から17 については、以下の点に
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②」等のように、
「所属機関」については「A機関J、 「B機関J等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください

⑪研究承諾

の 有 無
有 無

⑫事務委任

の 有 無
有 無

⑬COI(利 益 相 反 )

委 員 会 の 有 無
有 缶

⑭COI委員会への申出の有無有 佃 ⑮間接経費の
要 否

要(   千円、計画経費の  %)・ 否

5 研究組織情報

6 政府研究開発データベース
研究者番号及びエフォー ト

①研究者名 ②分 担 す
研 究 項

る

目
③最終卒業校・

卒業年次 。学位
及び専攻科 目

④所属研究機関
及び現在の専門
(研究実施場所)

⑤所属研究
機関にお
ける職名

⑥研 究費配分
予  定  額
(千円)

研 究 者 名 性
□
月 生 年 月 日 研究者番号 (8桁 ) エフォート (%)

研究分野及び研究区分

コ ー ド番 号 重点研究分野 研 究 区 分

研究主分野
研究副分野 1
研究副分野 2
研究副分野 3
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【整理番号 (事務局記載):

基礎研究 応用研究 開発研究

の 12 から 17 はマスキング審査に用い こついては、以下の点に留意してください。
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②J等のように、
「所属機関」については「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

研究キーワー ド

コ ー ド番 号 研 究 キ ー ワ ー ド

研究キーワー ド1
研究キーワー ド2
研究キーワー ド3
研究キーワー ド4
研究キーワー ド5

研究開発の性格

7 申請者の研究歴等

申請者の研究歴 :

過去に所属した研究機関の履歴、主な共同研究者 (又は指導を受けた研究者)、 主な研究課題、こ
れまでの研究実績、受賞数、特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実施を通じた政策提言数 (寄
与した指針又はガイドライン等))

発表業績等 :

著者氏名 。発表論文渚・学協会誌名 。発表年 (西周  ・巻号 (最初と最後のページ)、 特許権等知
的財産権の取得及び申請状況、研究課題の実施を通じた政策提言 (寄与した指針又はガイドライン等)
(発表業績等には、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術雑誌等に発表した論文 。著書
のうち、主なもの (過去 3年間)を選択し、直近年度から1頂に記入すること。また、この研究に直接
関連した論文・著書については、著者氏名の名前に「○」を付すこと。)

ｎ
Ｖ

，
′



【整理番号 (事務局記載):
本様式の12.から17 はマスキング審査に用いられます。 12 から17.については、以下の点に留意してください。
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名Jについては「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②」等のように、
「所属機関Jについては「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

8.厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦する予定の研究者

年   度 外国人研究者招へい事業 外国への日本人研究者派遣事業 若手研究者育成活用事業
(リ サーチ・レジデント)

羽載  年渡 名 名 名

平成  年度 名 嘉 名

平成  年度 名 名 名

9 他の研究事業等への申請状況 (当該年度) (単位 :千円)

10.研究費補助を受けた過去の実績 (過去 3年間) (単位 :千円)

年  度 研 究 事 業 名 研 究 課 題 名 補  助  額 所 管 省 庁 等

11.補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律 (昭和 30年法律第 179号)第 18条第 1項の
規定により補助金等の返還を命じられた過去の事業                (単 位 :円 )

年  度 研究事業名 研 究 課 題 名 補助額 ・
度聯群

返
返

返 還 理 由 所管省庁等

新規・継続 研究事業名 研 究 課 題 名 代表・分担等 補助要求額 所管省庁等 エフォート(り

(上記の表の直後でページを改めること。)
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【整理番号 (事務局記載):

12.研究の概要 (上の枠内の留意事項に注意して記載すること。 )

(1)「 13 研究の目的、必要1/LIび特色 。独創的な′点」から「16 倫理面への配慮」までの要旨

(2陽嘲轟譜纂鵬予仝I梅舞の計画と当評斯度の細との臨船かるよ
うに記入すること。
(3)研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記入又は添付すること。

(流れ図)

12 から17Jまマスキング審査に用いられます。 12 から17 については、以下の点に留意してくださ壼。
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者J、 「分担研究者①」、「分担研究者②」等のように、
「所属機関」については「A機関J、 「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

13.研究の目的、必要性及び特色・独娼1的な点 (上の枠内の留意事項に注意して記載すること。)

Omi   た砒 祭 研究の最終的な目標を達成するαこ必要な他
の研究計画と、当該研究計画の関係を明確にすること。
(3)研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の目標を明確にしたうえで記入すること。
(4)当該研究の特色・独創的な点については、国内。国外の他の研究でどこまで明ら力ヽ こなつてお
り、どのような部分が残されているのかを踏まえて記入すること。
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【整理番号 (事務局記載):      】
本様式の12 から17 はマスキング審査に用いられます。 12 から17.については、以下の,点に留意してください。
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②J等のように、
「所属機関」については「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

14.期待される成果 (上の枠内の留意事項に注意して記載すること。)

(1)期待される成果については、厚生労働行政の施策等への活用の可能性 (施策への直接反映の可能性、
政策形成の過程等における参考として間接的に活用される可能性、間接的な波及効果等 (民間
用 (論文引用等)、 技術水準の向上、他の政策上有意な研究への発展l■など)が期待できるか)を中
に600宇以内で記入すること。
(2)当該研究がどのような厚生労働行政の課題に対し、どのように貢献するのか等について、その具
な内容や例を極力明確にすること。

15.研究計画・方法 (上の枠内の留意事項に注意して記載すること。)

8腑綴穏協¨鰊卍悩艦端籍論務馳徐
的な役害」を明確にすること。
(3)複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記入す
ること。
(4)本研究を実施するために使用する研究施設・研究資料・研究フィールドの確保等、現在の研究
環境の状況を踏まえて記入すること。
(5)臨床 。疫学研究においては、基本デザイン、日標症例 。試料数及び評価方法等を明確に記入す
ること。



【整理番号 (事務局記載):      】
杢重
=二
Ⅲ 2:_上ら17.はマスキング審査に用いられます。 12 から17_については、以下の点に留意してください。

①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②」等のように、
「所属機関」については「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

16 倫理面への配慮 (上の枠内の留意事項に注意して記載すること。)

・研究対象者に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性の排除や説明と同意 (イ ンフォームド・コ
ンセント)への対応状況及び実験動物に対する動物愛護上の配慮等を記入すること。

遵守すべき研究に関係する指針等

斑警8PTttJi与とヒ菅貢嶺毅広措算曇ふ肇讐写言蒻碁::｀互見を誘力暮禽帽'|きF」躙
こと。))。

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫翠指針 E疫 学研究に関する倫理指針

□
遺伝子治療臨床研究に関する指針 El臨 床研究

に関する倫理指針

ロ
ヒト幹糸田胞を用いる臨床研究に関する指針

□
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関する基本指針

□
その他の指針等 (指針等の名称 :

疫学・生物統計学の専門家の関与の有無 有 無 。 その他 ( )

臨 床 研 究 登 録 予 定 の 有 無 有 無 。 その他 ( )
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【整理番号 (事務局記載):

①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者J、 「分担研究者①」、「分担研究者②」等のように、
「所属機関」については「A機関」、「B機関J等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

17.研究に要する経費 (上の枠内の留意事項に注意して記載すること。)
(1)各年度別経費内訳 (単位 :千円)

年 度 研究経費

内 訳

物品費 人件費・謝金
旅費 その他

設備備品費 消耗品費 人件費 謝金

平成  年度

平成  年度

平成  年度

合  計

(2)機械器具の内訳 ((1)の物品費のうち50万円以上の機械器具については、賃借が可能な場合は
原貝」として賃借によること。)

ア 賃借によるもの (50万円以上の機械器具であつて、賃借によるもののみ記入すること。 )

年 度 機 械 器 具 名 賃 借 の 経 費  鮮位:千円) 数 量

平成  年度

平成  年度

平成  年度

イ.購入によるもの (50万円以上の機械器具であつて、賃借によらないもののみ記入すること。 )

年 度 機 械 器 具 名 単   価  (戦 :千円) 数 量

平成  年度

平成  年度

平成  年度
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①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等〉に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②J等のように、
「所属機関Jについては「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工大して記述してください。

こ用い られます. 12 か ら 17 につい
【整理番号 (事務局記載):

(3)委託費の内訳 ((1)のその他のうち委託費について記入すること。) (単位 :千円)

年 度 委 託 内 容 委  託  先 委 託 費

平成  年度

平成 年度

平成  年度

作成上の留意事項

1.本研究計画書は、申請課題の採択の可否等を決定するための評価に使用されるものである。本計画書の
「12.研究の概要」から「17 研究に要する経費」は、マスキング評価に用いられるため、これらの欄に
特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)が含まれないようにすること。記述する必要がある場合、
「研究者氏名」については「研究代表者」「分担研究者①」「分担研究者②」などのように、「所属機関」に
ついては「A機関」「B機関」などのように容易に特定できないよう工夫して記入すること。

2.「申請者」について
(1)法人にあつては、氏名欄に法人の名称を記入すること。
(2)住所は、申請者の現住所を記入すること。

3 「1 研究課題名 (公募番号)」 について

{:}:髪契鮮謝詈筆賽募笏1当当琴言讐家湯詳撃計究費補助金公募要項で定める公募課題番号を記入すること。
4.「 2.当該年度の計画経費」について
。当該事業年度 (1会計年度)の研究の実施に必要な計画経費を記入すること。

5,「 3.当該年度の研究事業予定期間」について
・当該事業年度中の研究事業予定期間を記入すること。

「4.申請者及び経理事務担当者」について
(1)①及び②は、申請者が勤務する研究機関及び部局の正式名称を記入すること。
(2)③は、申請者が専攻した科目のうち当該研究事業に関係あるものについて記入すること。
(3)⑨の経理事務担当者には、当該研究に係る経理及び連絡等の事務的処理を担当する経理事務に卓越した
同一所属機関内の者を置くこと。
(4)⑪は、申請者の所属研究機関の長に対する研究の承諾の有無を ること。
(5)⑫は、申請者の所属研究機関の長に対する事務の

での設置の有無を記載する
こと。
(7)⑭は、COI委員会へのCOI管理の申出の有無を記載すること。
(8)⑮は、間接経費の要否を記載すること。

.「 5.研究組織情報」について
。申請者 (研究代表者)及び研究分担者 (研究代表者と研究項目を分担して研究を実施する者をいう。)

Ｏ
Ｏ



①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②」等のように、
「所属機関」については「A機関J、 「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

から 17 について
【整理番号 (事務局記載):

について記入すること (研究協力者 (研究代表者の研究計画の遂行に協力する者 (研究分担者を除く。)を
いう。)については記入する必要はない。)。
8 「6 政府研究開発データベース」について
(1)研究代表者及び研究分担者の、性別、生年月日及び府省共通研究開発管理システム (e Rad)も しくは
文部科学省の科学研究費補助金制度により付与された研究者番号 (8桁の番号)を記入すること。
また、当該研究代表者及び研究分担者ごとに、当該研究の実施に必要とする時間が年間の全勤務時間
(正規の勤務時間以外の勤務時間を含む。)に占める割合を百分率で表した数値 (1未満の端数があると
きは、これを四捨五入して得た数値)を、エフォー ト (%)欄に記入すること。
なお、当該研究についての各研究者の分担割合を記入するものではないので留意すること。
(2)研究分野及び研究区分の表の研究主分野については別表第 1「研究分野コー ド表」から当該研究の主要
な部分の属する研究分野及び研究区分を選択して研究区分番号とともに記入し、研究副分野については、
当該研究に関連する分野 (最大 3つ)を同様に選択して記入すること。
(3)研究キーワー ドについては、当該研究の内容に応じ、別表第 2「研究キーワード候補リスト」から適切
な研究キーワー ド (最大 5つ)を選択 してコー ド番号とともに記入すること。同様に該当するものがない
場合は 30字以内で独自の研究キーワー ドを記入すること。
(4)研究開発の性格については、基礎研究、応用研究又は開発研究のいずれかに「○」を付すこと。

9 「7 申請者の研究歴等」について
(1)申 請者の研究歴について、過去に所属した研究機関名、主な共同研究者 (又は指導を受けた研究者)、
主な研究課題、これまでの研究実績 (論文の本数、受賞数、特許権等知的財産権の取得数、研究課題の実
施を通じた政策提言)等について記入すること。なお、論文については査読があるものに限る。
(2)発表業績等には、研究代表者及び研究分担者ごとに、それぞれ学術誌等に発表した論文・著書のうち、

こ詈;::f「::li:|!:[『
己
{ざ ::こ Fttλ肝臭た置き詈警察警暑彗需尋昇絶肇希

こと。なお、論文については査読があるものに限る。

10.「 8.厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦する予定の研究者」について
,申請者が、厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦を予定している研究者の人数について記
入すること。

11 「9.他の研究事業等への申請状況」について
。当該年度に申請者が、厚生労働省から交付される研究資金 (特例民法法人等から配分されるものを含む。)、
他府省の研究資金、独立行政法人から交付される研究資金及び特例民法法人等から交付される研究資金等ヘ
の研究費の申請を行おうとしている場合について記入すること。

12.「 10.研究費補助を受けた過去の実績 (過去 3年間)」 について
。申請者が、過去 3年間に厚生労働省から交付される研究資金 (特例民法法人等からは配分されるものを含
む。)、 他府省の研究資金、独立行政法人から交付される研究資金及び特例民法法人等から交付される研究
資金等を受けたことがあれば、直近年度から順に記入すること (事業数が多い場合は、主要事業について記
入すること。)。

13.「 11.補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律 (昭和 30年法律第 179号)第 18条第 1項
の規定により補助金等の返還が命じられた過去の事業」について
(1)平成 16年度以降に補助金等の返還を命じられたことがあれば、直近年度から順に記入すること。
(2)返還が研究分担者による場合は、その理由を明確に記載すること。

14.「 12.研究の概要」について
(1)「 13.研究の目的、必要性及び特色・独創的な点」から「16.倫理面への配慮」までの要旨を

ま曾后、静究全体の計画と当該事業年度の計画との関係が分かるように記入
すること。
(3)研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記入又は添付すること。

15.「 13.研究の目的、必要性及び特色・独創的な点」について
(1)研究の目的、必要性及び特色・独創的な点については、適宜文献を引用しつつ、 1, 000字以自で具
体的かつ明確に記入すること。       、
(2)当該研究計画に関して現在までに行つた研究等、研究の最終的な目標を達成するのに必要な他の研究計
画と、当該研究計画の関係を明確にすること。

な 1、の (渦去 3
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【整理番号 (事務局記載):
本様式の12 から17 はマスキング審査に用いられます。12 から17 については、以下の点に留意してください。
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②J等のように、
「所属機関」については「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工大して記述してください。

(3)研究期間内に何をどこまで明らかにするか、各年度の日標を明確にしたうえで記入すること。
(4)当該研究の特色・独倉U的な点については、国内。国外の他の研究でどこまで明らかになっており、どの
ような部分が残されているのかを踏まえて記入すること。

16「 14.期待される成果」について
(1)期待される成果については、厚生労働行政の施策等への活用の可能性 (施策への直接反映の可能性、政
策形成の過程等における参考として間接的に活用される可能性、間接的な波及効果等 (民間での利活用 (論
文引用等)、 技術水準の向上、他の政策上有意な研究への発展性など)が期待できるか)を中心に600
字以内で記入すること。                                 ~~~
(2)当該研究がどのような厚生労働行政の課題し、どのように貢献するのか等について、その具体的な内容
や例を極力明確にすること。

17「 15 研究計画・方法」について
(1)研究目的を達成するための具体的な研究計画及び方法を 1, 600宇以内で記入すること。
(2)研究計画を遂行するための研究体制について、研究代表者、研究分担者及び研究協力者の具体的な役割
を明確にすること。
(3)複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係がわかるように記入すること。
(4)本研究を実施するために使用する研究施設・研究資料 。研究フィール ドの確保等、現在の研究環境の状
況を踏まえて記入すること。
(5)臨床・疫学研究においては、基本デザイン、日標症例 。試料数及び評価方法等を明確に記入すること。

18.「 16 倫理面への配慮」について
(1)「倫理面への配慮」_に

なお、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 (平成 16年文部科学省・厚生労働省 。経済産
業省告示第 1号)、 疫学研究に関する倫理指針 (平成 19年文部科学省・厚生労働省告示第 1号)、 遺
伝子治療臨床研究に関する指針 (平成 16年文部科学省・厚生労働省告示第 2号)、 臨床研究に関する
倫理指針 (平成 20年厚生労働省告示第 415号 )、 ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指針 (平成
18年厚生労働省告示第425号 )、 厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実施に関す
る基本指針 (平成 18年 6月 1日 付厚生労働省大臣官房厚生科学課長通知)及び申請者が所属する研究
機関で定めた倫理規定等を遵守するとともに、
ム要 な研究 につい

究者の所属機関内の倫理委員会等に
おいて倫理面からの審査を受けた場合には、審査内容を必ず添付すること。
(3)研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関係する指針等については、該当する指針等の
「□」の枠内に「○」を記入すること (複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「○」を記
入すること。)。
(4)「疫学・生物統計学の専門家の関与の有無」欄及び「臨床研究登録予定の有無」欄は、「有」又は「無」
のいずれか該当するものを「○」で囲むこと。ただし、当該研究の内容に関係がない場合は、「その他」
を「○」で囲むこと。

19.「 17.研究に要する経費」について
(1)当該研究課題に要する経費を、年度別に記入すること。
(2)50万円以上の備品については、原則として賃借によること。ただし、研究期間内で賃借をした場合の
金額と購入 した場合の金額を比較しで、購入した場合の方が安価な場合は購入しても差し支えない。
なお、賃借をした場合においても、所有権の移転を伴うものは認めない。
(3)「 (2)備品の内訳」は、当該研究の主要な備品で、50万円以上のものを「ア.借料及び損料によるも
の」又は「イ.備品費によるもの」に分けて記入すること。
(4)「ア.借料及び損料によるもの」については、賃借による備品についてのみ記入し、「イ・備品費によ
るもの」については、賃借によらない備品についてのみ記入すること。

20.その他

(1)日本工業規格A列 4番の用紙を用いること。各項目の記入量に応じて、適宜、欄を引き伸ばして差し
支えない。
(2)申請者が法人である場合は、特段の指示がない限り本様式に準じて作成すること。

０
●



【整理番号 (事務局記載):      】
本様式の12.か ら17 はマスキング審査に用いられます。 12 から17.については、以下の点に留意してください。
①特定の個人を識別する個人情報 (氏名や所属機関等)に関する内容について記述しないでください。
②記述する必要がある場合、「研究者氏名」については「研究代表者」、「分担研究者①」、「分担研究者②」等のように、
「所属機関」については「A機関」、「B機関」等のように、容易に特定できないよう工夫して記述してください。

(3)様式の各ページに付された整理番号の欄は事務局で記載するので、提出時は空欄で差し支えない。
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第67回科学技術部会 1 資料1-1
平成23年11月 9日  1 関連資料

平成 24年厚生労働科学研究費補助金公募要項 (案)正誤表

平成 24年厚生労働科学研究費補助金公募要項 (案)に追加及び誤 りがあり
ましたので、以下のとおり追加・訂正いたします。

(1)政策科学総合研究事業

ア.政策科学推進研究事業

p26の③ (ア)の後に追加

(イ )社会保障制度をめぐる諸外国の制度改革とそれらの日本への適応可能性に関する研究

(公募課題番号 :24010501)

平成23年 7月に閣議報告された「社会保障・税の一体改革成案」により、社会保障の機能強

化、社会保障全体の持続可能性の確保に向けた改革の具体的方向が示されたところであるが、

本研究では、基本的な社会保障制度 (医療供給体制、医療保険、年金、少子化対策、生活保

護等)をめぐる諸外国の現状と直面している課題及びそれらを受けた制度改革の状況を整理
し、日本への適応可能性を探る研究を求める。

※公募課題が追加となったため、公募課題番号は、この次の課題から一つずつずれるこ

ととなる。

(3)障害者対策総合研究事業

※下線部分が訂正箇所

P93～ 94

【誤】

(ウ)精神障害分野

研究費の規模 :

1課題当たり 5,000千円～30,000千円程度 (1年当たりの研究費)

【正】

(ウ)精神障害分野

研究費の規模 :

1課題当たり 5,000千円～20,000千円程度 (1年当たりの研究費)



第67回科学技術部会

平成23年 11月 9日
資料1-1別紙

(付その 3)厚生労働科学研究費補助金の応募に係
府省共通研究開発管理システム (e―Rad)への

入力方法について

(平成 23生 10月 31日改訂版 )



1.はじめに

実際の応募手続き (1)

実際の応募手続き (2)

応募手続き完了の確認

目次

研究代表者が自ら行う手続き

所属研究機関の担当者が行う手続き

(研究代表者が確認して下さい。)

2.

3.
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1-a. はじめに① 【注意事項】

①平成 24年度の厚生労働科学研究費補助金の応募の際は、必ず
e―Radを利用して下さい。垂F送やEメールによる応募は―切受
理しません。

②この文書は応募の簡単な流れを説明するものです。実際の応募
の際は、e― Radポータルサイト (http://www.e― rad.oo.iD/)上
にある「研究者向けマニュアル」をご

｀
参照下さい。

③締切を過ぎた応募は一切受理しません。手続きによっては開始
から2週間程必要です。余裕を持った応募を心がけて下さい。

④特に、締切直前は、応募が混み合い、申請に予想以上の時間が
かかる可能性があります。

⑤研究代表者から所属機関に申請した段階では応募は完了してい
主旦上二所属機関の承認の手続きを必ず行って下さい。  1



1-b口 はじめに② 【e… Radを利用した応募の流れ】

応募情報の確認・修正依頼・却下

所属研究機関の事務分担者は、応募情報を確認・修正依頼・却下します.

応募情報の受理・修正依頼・不受理

究者 研 究代表者) 公募要傾・申請株式の取得

受付中の公募の一覧を確認して、公募婆領と申諸様式をダウンロー ドします。

操作方法⇒「2 3KAl公募要領・申請様式をダウンロードするJ参照 (研究者向t々ニュ刀レ)

代表者) 応募情報の入力と提出

応募内容ファイルを作成し、応募情報を入力して提出します。

操作方法‐ r23(D応募情報を入力して提出するJ参照 (研究者向隊 ニュ刀レ)

(注意)

締切日までに「承認」
が行われたことを確認
して下さい。

当

配分機関の担当者は、応募情報を受理・修正依頼・不受理します。



2.実 際の応募手続き  (1)

研究代表者が自ら行う手続き



2-a. 手続きを始める前に①

●e― Radを利用して応募を行うためには、研究代表者、研
究分担者とも所属する研究機関へ申請の上、研究者番号
(8桁)を得る必要があります。研究者番号をお持ちでな
い方は、早めに所属する研究機関の野Rad担当者にご相
談下さい。

●研究分担者の「所属研究機関コード」、「部局名」、
「職名」も必要ですので、予め確認しておいて下さい。

●e―RadのログインIDやパスワードを忘れた場合も早めに
―Rad担当者にご相談下さい。

●研究分担者で、研究機関に所属していない方は、ヘルプ
デスク (0120-066-877)がログインID、 パスワード、
及び研究者番号に関する対応を致します。

4



2-b. 手続きを始める前に②
●研究者向けページから、最新のマニュアメレをダウンロー
ドして下さい。

【研究者向けページ】
http://w_.e‐
rad.go.jp/kenkyu/indeX.
htlni
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応募に必要な書

A.「研究計

※ 場合によっては「その他の資料」が必要になることもある。
※ 公募要項も、厚生労働省ホームページからダウンロードできる。

:ここからダウンロー

厚生労働省丁OPページ
°°°
0。

→「研究事業」
→「厚生労働科学研究費
の申請方法について」

2-c. 申請様式の取得
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書
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2-d口 申請様式の取得

●ダウンロードした様式を元に「研究計画書」、「別添様
式」を作成しておく。
●容量は合計最大 3MB以内におさめる。
●使用できる形式は、wordファイメレ、一太郎ファイメレ、 P
DFファイルのいずれか。
●「研究計画書」と「別添様式」は統合して一つのフアイル
にしておく。

※ Exceiファイルはwordファイメレや一太郎ファイメレ内に貼
付しておかないと使用できないので注意が必要。

A.「研究計画書」
e‐Radでの申請を行う前に、
予め作成

B口「別添様式」

※「その他の資料」が必要な場合は作成しておく。



2-e.応募′1青報の入力と提出①
●e―Radポータルサイトから、研究者向けメニューにアクセスし、
申請を開始する。

¥2.螢蔦墓嘲俸塞父著ぴぞ脊遷警流
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2-f 応募1青報の入力と提出②

働 ,国
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…
文都科学省

文郡科学省

1独立行政法人物賃・材料研究機構

1独立行政法人防災科学技術研究所

|
■.配分機関情報一覧

8°■
°・・ °°2°

°
′・・・・ R「 IPlFP・ °・ 00,.1  __= __―   ――       ―  ――

:府省庁名「厚生労働省」、配分機関名「厚生労働省」の「応募情報入力

:七話・・・ T可口可]l三 :

● インターネット1保農モード:有効 ヽ100% ヤ



2-g 応募1青報の入力と提出③-1
機関内締切日がない場合

受付中公募一覧

:必要に応じて「平成 23年度 厚生労働科学研究費補助金公募要項」をダウンロード          :

0月 0日 OO時 00分
△月△日△△時△△分

”
Ｊ

”
＜

究̈研̈¨○¨○¨○

応募1青報入力」を選択
Ｆ

　

“

ベリ 爬 派 さ鎌 眈

10



2-h.応 募1青報の入力と提出③ -2
機関内締切日がある場合

”
　
　
『
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応募情報登録【研究共通情報の入力】

!口■キーワー11

2-i. 応募情報の入力と提出④
ヽ。●●●.....0● ●●●●口
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口困圏暉目轟
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:研究計画書の「研究課題名 (公募番号)」

.:の情報に基づき記載すること

: (例 )                                                       :

:」食分
△△△に関する研究 (2201010)」  :

r葛落罰轟罰:尋事畢轟雲
r_FrT"¨

"̈・・

1.q、 10:
こと

:分野コードはe― Rad上では4桁の数字とたなつているた■め注意

(例)分野コード「102」
療)の場合

(ライフサイエンス 医学 。医

:   「0102」 と入力                 :
・
11111■■■■■1■11■■■111■■■■11■1■■■■1■■1■■1・・・・・ ●●●●●●●●●●●●●●

4

:研究キーワードはe―Rad上 3桁の数字となつているため注 :
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ヨ ヨ 1  ′4^ハ A― [ヽ 1占  ハ
^′
― :、 1-ヽ          ●

… ― ― …    百J:7憂藉曇お1,9:鷲螺暫螺―
 ― ― ― ― ― T―

一
        

― ― ,――
 ・ =― =―

■ 臓 轟

: 1研究概要」 (1000字以内・80行以内)     :

:。情:F所昇言争J:111ll「 |..11lli11「 .1



2-j. 応募″1青報の入力と提出⑤

,ル )応募情報登録【応募時予算額の入力】

臨
=情
わ 口認
">u究
熱 情IE●入力>>歌慨 1■ 900入力>>応募崎予鯛 d  「 研 究 経 費  (間 接 経 費 を 除 く )」

の指定>>入力情田め●認

■副こ入力してパ量
“
リッ先てください。         : 研究計画書の「14.研究に要する経費  (

三 の各年度の研究経費をそれぞれ記載すること~~~~                                   |=` ● ● ●
・ ・ ・

°° 0● ● ● ●● ● ● oo0000● ● ●● ●● 0● ● ● ●● ● ● 0000

-― 一―
一―
――――― ―==互

鼻三二

「

二三国
研期 限れ 島 扇 除く)~‐

三ざ

菫綺e,(童■つ く千PD

~~~小 計     |~~~~~ ~

● ●● ● ● ● ●● ● ●● ● ● ● ●● ● o● ●● ● ●

同接経費

1)各年度別経費内訳」 :

目薇経費く―彙管理費)く千
「
D

小計

`究
経,く千D

…

                    三
「間接経費」

: 研究計画書の「4.申請者及び経理事務担当者 ⑮間接経費の要否」で
: 要を選択している場合 → 各年度別の枠に当該額を記載すること

使用内訳(手円

:カイル0 篠 0 蘇 ω お記入りlal ツ‐ルCD ヘルプ0

: 否を選択している場合 → 作業は不要 (0のま
声!.¨
“
。。"..“ "・19..:



2-k. 応募′1青報の入力と提出⑥

″イル0 額 0 表示u お諏´Oω ッゥ,Φ N″ ltp

‐ 1応募情報登録【研究組織情報の入力】

疇究奢●報

研究計画書の「 5。 研究組織情報 ⑥研究費配分予定額 (千円)」
「6.政府研究開発データベース研究者番号及びエフォー

ト」
の情報に基づき記載すること

●・
・  1専 用 分 野
2争越
3役割,菫

lll究者情IE●■2>》研究共通情■の入力>)研究個Bl情硼め入力>>応募崎予革日の入力>>●I究

“

●●■の入力>>F讐■ズ歌渤
^め
T事

情勁 ル
の指定》>入力情報の確認

項目に入力して次へ趙Cを
"ッ
え てください。

                             ..●
・
°̀            :

してください

f隧 蝋 :
:分担者の「直接経  :
:費」「間接経費」に :
:は「 0」 を入力  :
■ .....口 ...D■ ■ロロ

“

■■■口EE

:※研究分担者がいる場合は 瞳懃リ ボタンで枠を作成L.........0。・・ 。・・ 00・・・・・・
:」
it・・
::・・・・・・・・ 000000:・・ °°・・・・・ 000・ 000000・・

煎    ="

14



2-| 応募ll青報の入力と提出⑦

メ ル0

0・ ‐

フトレス0

『
じ

断 0 お気t入りω ツーJレ0 勺
"0

□□● ρ株 ☆楓より0

,"応募情報登募【応募・受入状況の入力11

リ ア:研究計画書の「15,他の研究事業等への申請状況 (当該年
:度 )」

「16.研究費補助を受けた過去の実績 (過去3年 三
間)」

の情報に基づき情報を記載すること

※複数の課題がある場合は「追加」ボタンで枠をイ乍成すること

※当該年度分のものから直近 10件入力すること
※エフォート情報も記載すること

功か研究個81情率肋入″〉応募時予算麟あ買男夕対彙懇晰欄訪戻男″電ぎ晏哭長贅あ入

"〉'還

軍構軸""“研究■IIIHo■認
"研
究共通情報のス

トヽ レの指定〉>入力情欄の確認            ・
0● ●●0● ●0。 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

項目に入力して漱ハ遇む2つッ先 てください。
慶:課
題EDがわかる場合は配載すること :

配分綱m― ト

ロ 事鶏―ドロ摯 課ヨ10 ′ 研究開発課題名 研究期間
予算■く千
円)

エフォート
(“)

研究代表■
の
LO応 募1

田
*囀

   |
―― ― ― ―

― ―
一

―
― ― ―

―

|

餞

煎    韓
=

;報告するべき課題がない場合は「削除」ボタンで‖除 :

15



2-m. 応募′1青報の入力と提出③
●予め作成した「研究計 「別添様式」 を「その他の
資料」をe― Rad上にアッ ―ドする。

応募情報登録【応募情報ファイルの指定】

:・El・・
°・・・ |ァ

●●●・・・・ 0● J● ●●.....● ●o●

;『参照Jボタ繁 クリックする研究■情わ 嗜抄 河 究細 ‖わ 入力〉〉研究031'勒 勅 〉〉応募嚇
=拗
助 〉刈 究組●■||●入か 〉●募崚 入状1.:三ミ 」1注督

“

`′
ソ フ ア フ υ   :

書定
"入
力情■の嗜υ

画
プ

書

□

項目に入れ て次へ違むを

"ッ
クしてください。2ん た応

=内
増り,●レくWOrd測 まPDFDを

拿
            __

カイル0 ■集0 薇千ω  ttRフυo ッールtD ^υレ
'0

0島 ‐0日 画● メ)鎌 ☆枷・A00θ・み 』'□ 饉
アドレスln E~ 11‐ II「「

・   応募内増を像正する場自ま、修正済らの応募内勁 レを遅れ なおすと、前の2
●  
“

春内勁 レに鰤 な
…

lL参内
―
ll燿訳
・ =室

口のまま■||いま
0  

“

事内容ヵ

"レ
こついてはWo7-lレのrtbりにPDに″イルを重択するよ も可

'
oooo`Ⅲ●守崎・●― ― ―

秤 h・ 。・・ oo● oo0000● ●●●0● ●

・最大3MBのフアイルをアップロー
。Wordファイルや一太郎フアイルの代わりにPDFファイルをアップ :

□一ドすることもできます。

。画像を貼り付ける方法については、研究者向けマニュアル等を参照して :

三 Tだ
=い
。

● 00000● OoO● ● 000000000● ● ● ●● oooo0000● 000● ● 00● 000000000000● ●● oo0000● 0● ● oo000000● 00● ● oooo000● ● ●・
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l● D●● 」・ 口さ□・

P面断 lldOC

"′
略0  回置副困皿国        」
″ ¨ 0 1す

“
。″ル
“
り          」

10あ ♪ヽ 口 画 0メ 銀` ☆ b●・入り03・ :)」・」魚

eRaご 廂綸諄u鵬軒AII発ロロシステム 『応募内容ファイルJが選択されていることを確 :

認し、「次へ進む」ボタン″ リックする。

E蓼 喫鰐 辮
夫過
・
わ 入か〉曖 耐 1■IB●入か〉4幕崎予

=摯 Pヽ'喘
i腱●|1動 入か

手
臥 状渤 入力》応●●●フイ ルの

・・………""・・…………………・l・ J.11■1■■望響rL:Y言?望Tr]」
嘩整出
い。
f

:ExcelファイルはWordファイル、一太郎ファイルに
:付しないと使えない。 ,■へ 辱手内訪 ル燿択●ま里口りままでユ 1ません.

●""""● ●"""● ●""¨ ・・ “・
。
"¨ r・

¨ ""― ― ら・・
,酬 窃 Ψ

りこMlわ りこ
'。

レ イルを通時 薇 輛 豪 ■ oD― 羽ま,室内るレ イル●叙¨ d測お 屁分趣●い■

・嗽へ●ロホタンを
"ッ
れてシステムエテ■赫■素れるmよ～レガス分utしてくだきル

め̈̈
０”・ノ一３一胤

2-n 応募情報の入力と提出⑨

睡コ_ロ
●イン́ ―ネゥト

… … …
17



'イ
rtl 
“
0 ●=0 ■●■入●al '脚  へ″¬                                               ●

0ア・  ピ nn4,は ず́ぉ
"入
●o::‐
"日 ..″ 維 `1 ■ ●1                                      ■ 口

“

ル |"
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2-o. 応募情報の入力と提出⑩

I璃競酔端漱諾I曹1
:れまでに入力した情報と『応募内容ファイルJ:
:を結合して、PDFファイルに変換します。
● 0● ● ● ●● ● ●● ● ●● ● ●● ●

.●

●
・ ・ ・

°° 0● ● ● 000000● ●● 0● 0● 0● ● ●● ●

:   (注意)                                           :

:PDFファイルヘの変換ができない場合は、:

:運察君宙冨″
イメレ」:「問題グある可育旨

 :

:町袋 な ,建雹程塁晃ち2の :

:注意事項」を確認した上、ファイリレを修 :
:正して下さい。            :

三PDFファイルに変換する処理が終了すると「応募 :
:情報登録確認」画面が表示されます。      :

「応募情報登録【入力情報の確認】」画面
18



2-p. 応募1青報の入力と提出①
ノフイ′

"つ
  嗅 CD  赫 ∽

0澤… 、か 曰 コ
と椰t´0●● ツつ|" Nレ ′C●

の メ1疇 ☆詢「入"0 3‐ ι 日 島 負 ・3

‐c Rnd 

…

システム

応 募 情 報 登 録 確 認

● ― ‐

り.シ "

「鰊 情報登録確 画面が表示され
:たら「ダウンロード」ボタンをクリッ
!クして下さい。応募情報の入力と提出

送 飩 れ ,情 n」 P"ョ rrJIJ_褻 は した。     :④ ～ ⑩ で e― Radに 登 録 し た
ll青
報 か ら 作

躍翼富腹班菖駆現騎万視Lァ .レをグウンロードこ成されたPDFを、ご自身の端末にダウ
躍
=温
轟 ち粗誕 懇 _‐

m7・・tれば…
}拗帽鬱・ ■ ン ロ ー ド し 、 保 存 で き ま す 。

nた 日 腱 課 題 名
昨 咸 u

磨 琴 器 本 督 ■

嗜 書 状 え

000に おりろヽオA.●鋳責

…
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2-q. 応募II青報の入力と提出⑫

・・

°°
°°
°°

:F

唱
●・・
‐
                     ざ

ダウンローЮ完了  F
f絆は 眈

ダウンロード:

ダウンロード毎

転送宰:

5田 KBを 1秒

… …581 KBル

―

・

一

.…
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2-r 応募′1青報の入力と提出⑬

………………  = まだ応募堕完了し:

^1.詳″じ3L二撃じた馬通百:輸じリキ;ιiが高墨喜ボ
°
:応 募 備 燎 壼

“

Ir認

・・0・・
・・・・・
・°・

l~:                   

ぶL朧 籠莞了口提出J :
′をクリックして下さい。         :・“た・嗜"綸・:1:聟 Ittηl,tl「 :..ル曽つ:牛ど。entallli・

°°・°・・・・
°‐―

    ....1・ :|11.:ll型
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:illi:二,1::‐ "‐゛

               :。
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■l=0■‐ o    ^^,,か o●■●●●11●●●●1ヽ口
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'ヽ

イ                      ?        
一 一

｀

一 ―
 
・
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 ・       =

0む 0 」画う /D機 ☆
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り0お‐:´ □―」隆毬

           :■1【:Llヽ ま lL」[Jlt′ 。                 :
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1,`|‐

`      l― “
―

赫 ψ む
"[,0●
 ワ‐ルΦ 

～
峙

"じ

eヽ Ra」 廂疇掲翻 嘲 口 秘                                       ~   ~   ~‐
 ~ ~                    

こ
77イル● 嘔 ,■墨0"《

♀
==型
ギ: 本作業終了後、所属研究機関の :

勝備則翻      l it島ご熙ホe… Rad担当者に連絡し、研究計画を :

:承認する手続きを行つて下さい。
・

ょ督思[罪:轟」9豊3,夕兜咤t奥電71・ 1囀てきませメⅢ                       l           麟い1蜃 1憲苺侵:.。 。.。 ..・・・ 0000000。・・・・・・・・ 000000000・ 0・・・・ 000000。・・・・・・・・・

●暉勝卜日嗜力蹄日認てきる1施口りました。
応■‖疇に修正・印舅した0ヽ場合

`よ

紛 鮨
`爛
て́これ .ヽ

あなた0応募犬況はm― 知コmめら略 てくだぃ.
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